目的
Wireless Distribution System(WDS)を使用すると、複数のアクセスポイントデバイスを接続し、相互にワイヤレスで通信させることができます。この機能は、クライアントのローミングにシームレスなネットワーク環境を提供するための鍵となります。また、WDSは、ネットワーク設定に必要なケーブル配線の量を減らすことで、ネットワークインフラストラクチャを簡素化します。最大4つのWDSインターフェイスを設定し、同時に使用できます。これらの設定は、WDSリンクのいずれかの端の各アクセスポイントに対して行う必要があります。WAPデバイスの任意のペア間にWDSリンクを1つだけ設定できます。
このドキュメントの目的は、WAP371でWireless Distribution System(WDS)を設定する方法を示すことです。

該当するデバイス
・ WAP371
[Software Version]
・ V1.1.2.3
WDSブリッジの設定
注:すべてのWAPデバイスに同じ設定が必要:
・無線
・ IEEE 802.11モード
・チャネル帯域幅
・チャネル(自動は推奨されません)
これらの設定の詳細については、「WAP371の基本的な無線設定」を参照してください。
注:802.11n 2.4 GHz帯域でWDSブリッジを使用する場合は、チャネル帯域幅をデフォルトの20/40 MHzではなく、20 MHzに設定します。チャネル帯域幅は同じにする必要があるため、WAPで両方の20/40 MHzを使用する代わりに特定の帯域幅を選択することで、デバイスが確実に切断されることはありません。
注:周囲のアクセスポイントを検出できる機能を有効にする場合は、[Rogue AP Detection]ページで目的の無線に対してAP Detectionを有効にし、リンク先のMacアドレスに対してTrustをクリックします。不正AP検出の詳細については、『WAP351およびWAP371アクセスポイントでの不正AP検出の設定』を参照してください。
ステップ1:Web設定ユーティリティにログインし、[Wireless] > [WDS Bridge]を選択します。[WDS Bridge]ページが開きます。

ステップ2:[スパニングツリーモード(Spanning Tree Mode)]フィールドの[有効(Enable)]チェックボックスをオンにします。この機能を有効にすると、スイッチまたはブリッジが複数のパスを介して相互接続されている場合にループが形成されるのを防ぐために、スパニングツリープロトコル(STP)が使用されます。スパニングツリープロトコルは、BPDUメッセージを他のスイッチと交換してループを検出し、選択したブリッジインターフェイスをシャットダウンしてループを削除することで、802.1D IEEE標準を実装します。この標準では、2つのネットワークデバイス間に1つのアクティブパスと1つのアクティブパスだけが存在することが保証されます。これは、WDSリンクを設定する場合に推奨されます。

ステップ3:[Radio] フィールドで、設定したWDSリンクごとに[Radio 1 (5GHz)]または[Radio 2 (2.4GHz)]を選択します。
使用可能なオプションは次のように定義されます。
・無線1(5GHz):5 GHzは2.4 GHzより少し高速で、新しいデバイスに使用されますが、範囲が狭い場合があります。
・無線2(2.4 GHz):2.4 GHzは古いデバイスをサポートし、範囲が広い。

注:[ローカルMACアドレス]フィールドには、選択したワイヤレスアンテナにローカルに起因するMACアドレスが[Radio]フィールドに表示されます。
ステップ4:[WDS Interface]フィールドの[Enable]チェックボックスをオンにして、WDSリンクを有効にします。

ステップ5:[リモートMACアドレス]フィールドで、矢印ボタンをクリックします。[MACアドレス]ドロップダウンリストが表示され、すべてのネイバーアクセスポイントが表示されます。WDSリンクを形成するリストから[Mac Address]をクリックします。

注:MACアドレスとSSIDがぼやけている。
ステップ6:(オプション)ステップ5のドロップダウンリストからデバイスが見つからない場合は、WDSリンクの他端にあるアクセスポイントデバイスのRemote MAC AddressフィールドにMACアドレスを手動で入力することもできます。

ステップ7:[Encryption] ドロップダウンリストから、WDSリンクを介してアクセスポイントが相互に通信するために使用する暗号化方式を選択します。

使用可能なオプションは次のように定義されます。
・なし:WDSリンクにセキュリティが適用されません。このオプションが選択されている場合は、ステップ13に進みます。
・ WPA Personal:WPAでは、事前共有キーを使用して2つのアクセスポイント間で認証します。これは、推奨される暗号化方式です。このオプションを選択すると、ステップ8に進みます。
・ Static WEP:Static WEPは最小のセキュリティで、長さ64 ~ 128ビットの最大4キーをサポートできます。すべてのモードで同じキーを使用する必要があります。これは、無線がレガシーモードで動作している場合にのみ適用されます。5 GHz無線の場合は802.11a、2.4 GHz無線の場合は802.11b/g。このオプションを選択した場合は、ステップ9に進みます。
注:WDSリンクで使用するために選択された暗号化タイプは、ブリッジされるアクセスポイントと一致する必要はありません。
ステップ8:ステップ7で[WPA Personal]を選択した場合は、WDSブリッジ上の共有デバイスのID名とキーを[WDS ID]フィールドと[Key]フィールドに入力します。次に、ステップ13に進みます。

ステップ9:ステップ7でStatic WEPを選択した場合は、64 bitsオプションボタンまたはKey Lengthフィールドで128 bitsオプションボタンを選択します。使用するキーの長さを指定します。

ステップ10:[キーの種類]フィールドで、目的のオプションボタンを選択します。

使用可能なオプションは次のように定義されます。
・ ASCII:ASCII(American Standard Code for Information Interchange)は、128文字の指定された文字にエンコードされた英語アルファベットに基づく文字エンコード方式です。0から9、aからz、およびAからZの任意の組み合わせを入力します。このオプションを選択する場合は、ステップ12に進みます。
・ HEX - HEX (16進数)は、16を底とする位置数値体系です。「0 ~ 9」と「a ~ f」または「A ~ F」の任意の組み合わせを使用します。これらは、WAPデバイスを使用するステーションと共有されるRC4暗号化キーです。このオプションを選択した場合、ステップ11に進みます。
注:フィールドの右側に必要な文字数が表示され、[キーの種類]フィールドと[キーの長さ]フィールドで選択した値に応じて変更されます。
ステップ11:ステップ10でHEXを選択した場合、WEP KeyフィールドにWEP Keyを入力します。キーとして入力された文字列です。WEPキー文字列は、すべてのWAPのWEPキー文字列値と一致する必要があります。Key Lengthフィールドに64ビットを選択した場合、必要な文字数は10文字で、Key Lengthフィールドに128ビットを選択した場合、26文字です。次に、ステップ13に進みます。

ステップ12:ステップ10でASCIIを選択した場合は、WEP KeyフィールドにWEP Keyを入力します。キーとして入力された文字列です。WEPキー文字列は、すべてのWAPのWEPキー文字列値と一致する必要があります。[キーの長さ]フィールドに64ビットを選択した場合、必要な文字数は5文字です。[キーの長さ]フィールドで128ビットを選択している場合は、13文字が必要です。

ステップ13:必要なすべてのWDSリンクインターフェイスの設定が完了したら、[Save]をクリックして変更を保存します。
注:WDSリンクを完了するには、共有WDSブリッジ上の他のアクセスポイントデバイスについても、同じ設定手順に従う必要があります。